
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お客様に選ばれる観光地づくりに向けて！ 

 

いわてＤＣの誘客効果の維持、拡大に向けて！ 

１ いわてＤＣ期間中の観光客の入込状況（Ｈ24.4～6）                         
  ７３７万人回、平成 22 年度同期比９７.１％ ⇒ 県全体で震災前の水準までほぼ回復 
                                  （単位：人回、％） 

地域 平成 24年度 平成 22年度 増 減 

県全体 7,368,617 7,588,321 97.1 

 盛岡地域 2,146,901 1,872,448 114.7 

県南地域 3,680,249 3,469,347 106.1 

県北地域 654,999 705,203 92.9 

沿岸地域 886,468 1,541,323 57.5 

 ★震災前の水準に届かなかった県北、沿岸地域を中心に、観光客の入込回復が課題！ 
  ➟盛岡、県南地域との誘客相乗効果を図りつつ、重点的に取り組む！ 
 
 
 
 
 
 

２ 選ばれる観光地づくりに向けた取組                                

 (1) 市町村の取組 
   ① 観光サシスセソの普及・浸透       ② 住民総参加による「あなわん運動」の推進 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 (2) 県の取組 
  ① 観光コーディネーターの設置、地域への派遣（Ｈ23.2～） 
  ② 魅力ある観光地をつなぐ観光ルートの構築・セールス（広域二次交通の充実・旅行商品造成の働き

かけなど） 

３ いわてＤＣありがとうキャンペーンの展開（Ｈ24.9～25.3）                     

  いわてＤＣ後の誘客効果の維持・拡大と震災前の水準に届かなかった県北、沿岸地域への重点的な誘客

に向け、いわてＤＣありがとうキャンペーンを展開 
[主な取組内容] 

・中長期滞在型旅行の首都圏企業等へのセールス（1,000 社）  
・ガイドブック、エリア別ガイドブック、ポスターの作成 
・全国規模の旅の博覧会（JATA 旅博、旅フェア 2012）での PR 
・首都圏等のメディア招請、全国放送の旅番組での観光情報の発信  
・首都圏・仙台圏のメディアへのキャラバン 
・空路を活用した本県向け旅行商品の造成、販売促進 
・内陸と沿岸をつなぐ復興応援バスツアーの拡大実施（3⇒6 コース） 
・県北・沿岸を回遊するバスツアーの試験運行 
 
 
 

４ 平成 25年度の取組                                      

  いわてＤＣの成果を踏まえ、ＪＲ東日本との共同により、新たなコンセプトによる“５つの潮流”
創出に向けた「いわてＤＣアフターキャンペーン」を実施 

 ■実施期間：平成 25 年 4 月（GW）～9 月（7 月～9 月は JR 東日本の重点販売地域に指定済） 
■推進母体：いわて DC の仕組、体制を承継し、引き続きオール岩手の体制で各種事業を展開 
      （現在の組織：いわてデスティネーションキャンペーン推進協議会、県、市町村、観光、

商工、農林水産、通信、金融、交通、報道関係者など 86 団体で構成） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■平泉から北へ！ 
・県内の各見所を紹介するガイドブックの制作、雑誌等広告掲載、ＩＴを活用した観光情報の提供 
・企業等への中長期滞在旅行の訪問セールスの実施 
・平泉のゲートウェイ機能を強化し、県内各地の周遊を促進（観光誘導スタッフを配置） 

 ■内陸から沿岸へ！ 
・宿泊施設の再開、三陸鉄道再開、復興国立公園を見据え、三陸旅行を内陸－沿岸の旅行ルートの
定番化に向けて復興応援バスツアーを拡充（「岩手・復興応援バスツアー」のブランド化推進） 

 ■二戸を玄関に！ 
  ・二戸・久慈地域への回遊を促進する情報発信の強化（メディアへの露出強化など） 
  ・復興応援バスツアー（二戸～久慈）の運行 
■空路で岩手へ！ 

  ・教育旅行を中心に、「震災と平泉」など他県にない組み合わせによる中部、関西等へのセールスの
展開（説明会の開催など）   

■東北を一つに！ 
・仙台・宮城ＤＣ（４～６月）秋田ＤＣ（10～12月）と連動した広域二次交通の充実 

  
 
 
 
 

★観光の力による復興の取組加速 

★新たな潮流創出による全県での観光振興 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選ばれる観光地づくりと今後の観光振興に向けた取組（いわてＤＣで築いた財産を生かして）  
 

平成 25 年 1 月 17 日 

岩 手県商 工労働観 光部 

いわてＤＣアフターキャン

ペーンの取組イメージ 

期間中の主な取組内容（予定） 
★NHK 連続テレビ小説「あまちゃん」の放映（4 月～） 
★三陸復興国立公園の創設、震災学習への関心の高まり、三陸鉄道再開、三陸ジオパーク など 
 

チャンスにつながる新たな誘客要因 

■潮流其の壱 平泉から北へ！ 

平泉の集客力の維持・拡大と県内

各地への回遊を促進 
 

■潮流其の弐  

内陸から沿岸へ！ 
沿岸宿泊施設の再開を踏

まえ、内陸－沿岸を回遊

し、沿岸での宿泊増につ

ながる流れを促進 

■潮流其の参 

二戸を玄関に！ 

ＮＨＫ朝の連ドラ放映で

の久慈地域への注目を生

かし県北全体の回遊を促

進 

■潮流其の五 

東北を一つに！ 

隣県 DC と連動し、県境

を越えた誘客促進 

■潮流其の四 

空路で岩手へ！ 

教育旅行を中心とした

中部、関西圏からの流動

の拡大 

今後、Ｈ26北陸新幹線金沢開業、Ｈ27北海道新幹線新函館開業 ➟ 激化する地域間競争に打ち勝つために 
県では・・・・魅力ある観光地を広域（県内・東北内）でつなぎ、２泊以上のルートの定番化促進！ 

 市町村では・・選選ばばれれるる観観光光地地づづくくりり、、地地域域のの魅魅力力をを磨磨きき、、ささららななるるレレベベルルアアッッププをを！！！！ 

 「東北観光博」との

連動による相乗効

果をねらい 

ながら実施 

[ガイドブック] 


